
 

 

 

 

 

 

 

  

子どもたちの笑顔が，学校にもどってきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４年生の様子              3年生の様子               1年生の様子 

読み聞かせボランティアの皆さんが，図書室の掲示を新しくして

くださいました！（5月 26日・火） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

栄小学校だより 
               

6 月 1 日（月）からの学校再開に向けて！ 

めざす学校像（ お互いを認め合い，自尊感情が高まる学校 ） 

令和２年５月２８日（木）発行  No.３ 
               

鈴鹿市立栄小学校 

電話：059-386-0462 

Fax：059-386-0810 

https://www.edu.city.suzuka.mie.jp/essakae/ 

保護者の皆様には，分散登校期間においてもご支援ご協力をいだ

だき，ありがとうございます。6 月 1 日からの学校教育活動の再開後

も，ご家庭でできる感染防止の取組について，ご理解ご協力いただき

ますようお願いいたします。 

5 月 20 日（水）から分散登校が始まり，子どもたちの笑顔が学校へ戻ってきました。子どもた

ちのマスクの着用や手洗いなどに気をつけている様子が見られました。これも，ご家庭で感染防

止の大切さをお話しいただいているお陰と感謝しております。 

5 月２６日（火），読み聞かせボランティアの皆さんが，図

書室の掲示物を，6月の梅雨，7月の七夕と，季節が感じら

れる素晴らしい作品にしていただきました。子どもたちには，

掲示物を楽しんで，本を選んだり，読書をしてほしいと思い

ました。 

おりひめと 

ひこぼし☆ 



第 1回学校運営協議会を開催しました！（5月 22日・金） 

栄小学校 学校運営協議会委員 

委員長 渡邊正博（学校医） 

副委員長 中尾利佳（PTA 会長） 

委員 前田和己（元学校関係者） 

委員 早川久喜（学校医） 

委員 田畑博美（主任児童委員） 

委員 益川 一（民生委員） 

委員 辻󠄀野佳規（地域関係者） 

委員 木谷麻美（PTA 副会長） 

委員 松ヶ谷 豊（市民センター長） 

委員 神原由明（校長） 

事務局 辻岡浩美（栄幼稚園長） 

事務局 大井るみ（教頭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月２２日（金），第 1回学校運営協議会

を栄小学校の図書館で開催しました。委員

長を含め 9名の委員の方にご出席いただき

ました。本年度の学校経営方針や学校配当

予算について確認いただきました。協議事

項は「新型コロナウイルス感染拡大防止」と

して，ご意見等をいただきました。 

学校経営方針や学校配当予算は，学校

ホームページに掲載していますので，ご確認

ください。 

◆学校運営協議会は，家庭・学校・地域が一体と

なって子どもたちの教育に取り組み，質の高い教

育活動や地域に開かれた学校づくりを目的として

います。 

◆委員は，特別職の地方公務員の身分を有し，学

校運営協議会は，学校運営に対して一定の責任と

権限を有する合議体です。 

【協議事項でのご意見等】 

・２ヶ月間，子どもたちはエネルギーを発散する場がない。家で過ごすことが長くなり，家族も

困っている。学校再開で登校してきた子どもたちの話を聞いて，受け止めて，ほめていくこと

が大事である。 

・分散登校が始まり，感染を心配して休んでいる児童がいることについて，本当の理由は別のこ

とではないのか心配である。 

・学童では，咳エチケットは相手を思いやることで，拡大防止対策を怠ることは非常に危険なこ

とであることを伝えてきた。学校での指導がなされない中で，学童が先に教えることになって

しまったが，今後は学校からの発信と連携をしていきたい。 

・感染者や濃厚接触者がつらい思いをしたことについて，教材として取り上げ，子どもたちに考 

えさせる機会をもたせていきたい。人権の面でも指導していくことが大事である。 

・オンライン学習は，環境が整わない家庭が１割強ある実態で始めるのは平等でない。小さな画 

面を見続けることは健康面でも問題がある。ドリルソフトは誤答に対するフォローを親がする 

必要があった。 

・マスク着用について，今後，熱中症対策等も考えていかなければいけない。 

・「生活リズム作りで安定させる。」「正しいことを常に発信し続けてくれる大人がいる。」 

などの面で，学校の力は大きい。それがあってこそ，地域の支援が有効になる。 

※ 学校ホームページでは，写真がカラーで見ていただくことができます。 


